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十
月
八
日
、
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
中
、
第
五
十
一
回

宇
検
村
民
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で

楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

成
績
は
、
芦
検
集
落
が
五
部
門
中
、
四
部
門
を
制
し
、

総
合
二
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
少
数
精
鋭
、
屋

鈍
集
落
の
総
合
三
位
と
い
う
活
躍
が
目
を
引
き
ま
し
た
。
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十
一
月
四
日
、
や
け
う
ち
の

宿
の
オ
ー
プ
ン
並
び
に
㈱
日
本

マ
グ
ロ
資
源
研
究
所
（
山
本
秀

太
郎
社
長
）
の
操
業
十
周
年
記

念
と
し
て
両
社
共
催
に
よ
り
マ

グ
ロ
解
体
シ
ョ
ー
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

日
本
マ
グ
ロ
資
源
研
究
所
は
、

名
柄
湾
で
マ
グ
ロ
の
養
殖
を
操

業
し
て
今
年
で
十
年
目
に
入
り
、

近
年
で
は
マ
グ
ロ
ブ
ー
ム
に
の

り
、
順
調
に
経
営
を
向
上
さ
せ

て
い
ま
す
。
今
回
は
村
民
へ
の

感
謝
デ
イ
と
し
て
五
〇
�
の
マ

グ
ロ
二
尾
を
提
供
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

村
内
外
か
ら
参
加
し
た
約
三

百
人
の
来
場
者
の
前
で
、
山
本

社
長
自
ら
包
丁
を
握
り
二
尾
の

マ
グ
ロ
は
あ
っ
と
い
う
ま
に
解

体
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
マ
グ
ロ
を
宇
検

食
堂
の
調
理
師
達
が
そ
の
場
で

握
り
寿
司
と
さ
し
み
に
し
て
、

来
場
者
全
員
に
振
る
舞
わ
れ
ま

し
た
。
地
元
で
栽
培
さ
れ
る
最

高
級
の
ク
ロ
マ
グ
ロ
を
初
め
て

食
し
た
参
加
者
は
「
宇
検
食
堂

で
い
つ
で
も
食
べ
ら
れ
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
宇
検
村
の
観
光
名

所
に
な
る
。」
な
ど
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
近
い
将
来
実
現
し

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

十
一
月
四
日
、
村
総
合
体
育

館
で
は
「
富
田
勝
己
夕
焼
け
コ

ン
サ
ー
ト
」
が
行
わ
れ
、
村
内

外
か
ら
約
六
百
人
の
フ
ァ
ン
が

詰
め
か
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト

の
実
行
委
員
会
の
み
な
さ
ん
と

本
村
の
連
合
青
年
団
と
の
共
催

に
よ
り
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　

富
田
さ
ん
は
喜
界
町
佐
手
久

出
身
で
、
も
と
も
と
は
喜
界
町

の
役
場
職
員
で
し
た
が
、
島
唄

へ
の
情
熱
が
募
り
役
場
を
退
職
、

以
降
奄
美
市
名
瀬
を
中
心
に
物

産
販
売
を
し
な
が
ら
各
都
道
府

県
の
イ
ベ
ン
ト
に
招
か
れ
、
ふ

る
さ
と
喜
界
島
を
Ｐ
Ｒ
活
動
し

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

今
回
、
宇
検
村
で
行
わ
れ
た

ス
テ
ー
ジ
は
、
前
半
と
後
半
の

２
部
構
成
か
ら
な
り
、
前
半
は

地
元
「
湯
湾
集
落
の
八
月
踊

り
」
や
喜
界
島
の
「
上
嘉
鉄
ゆ

ら
お
う
会
」
の
み
な
さ
ん
が
出

場
し
た
郷
土
芸
能
な
ど
を
中
心

に
盛
り
上
が
り
、
後
半
は
富
田

さ
ん
の
す
ば
ら
し
い
歌
声
が
主

体
で
歌
謡
曲
や
島
唄
を
熱
唱
、

そ
し
て
ス
テ
ー
ジ
の
合
間
に
は

デ
ュ
エ
ッ
ト
や
大
抽
選
会
と
い

っ
た
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
、

そ
の
中
で
も
司
会
の
富
田
英
二

さ
ん
（
富
田
さ
ん
の
弟
）
の
客

席
突
然
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、

感
極
ま
っ
て
言
葉
が
出
て
こ
な

い
来
場
者
の
方
も
い
て
ス
テ
ー

ジ
の
素
晴
ら
し
さ
を
物
語
っ
て

い
ま
し
た
。
最
後
の
方
で
、
ふ

る
さ
と
応
援
歌
「
宇
検
の
旅

路
」
も
披
露
し
て
い
た
だ
い
た

富
田
さ
ん
、
本
人
も
来
場
者
も

一
体
と
な
っ
て
楽
し
い
夜
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
。　

　

唐
の
時
代
か
ら
伝
わ
る
中
国

の
指
画
を
、
日
本
人
で
た
だ
一

人
習
得
し
、
世
界
の
各
芸
術
展

に
お
い
て
数
々
の
賞
を
受
賞
し

て
い
る
濱
田
珠
鳳
さ
ん
が
九
月

四
日
、
田
検
中
学
校
を
訪
問
し
、

三
年
生
十
六
人
を
対
象
に
芸
術

教
室
を
行
い
ま
し
た
。
濱
田
さ

ん
は
現
在
鳥
取
県
米
子
市
在
住

で
す
が
、
前
宇
検
駐
在
所
長
永

森
夫
妻
を
知
る
縁
で
来
村
し
、

こ
の
教
室
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

指
画
と
は
、
筆
の
代
り
に
指

や
爪
、
手
の
ひ
ら
を
使
い
、
岩

絵
の
具
と
墨
を
用
い
て
描
く
技

法
で
、
心
と
感
情
が
そ
の
ま
ま

画
面
に
伝
わ
る
指
画
の
奥
義
は

「
十
指
連
心
」
と
称
さ
れ
る
そ
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う
で
す
。

　

子
供
た
ち
か
ら
は
「
初
め
の

う
ち
は
何
を
画
い
て
い
る
の
か

わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
目
の
前

で
仕
上
が
っ
て
い
く
先
生
の
作

品
の
素
晴
ら
し
さ
に
驚
き
を
隠

せ
な
い
」
と
い
っ
た
、
感
想
も

聞
か
れ
ま
し
た
。
濱
田
さ
ん
は

最
後
に
、「
生
き
る
証
と
し
て

指
画
を
少
し
で
も
多
く
描
き
残

し
、
日
本
に
美
術
館
を
建
て
指

画
を
広
め
た
い
」
と
夢
を
語
り
、

ま
た
子
供
た
ち
に
は
「
み
な
さ

ん
も
今
で
き
る
こ
と
を
頑
張
っ

て
」
と
励
ま
し
ま
し
た
。

　

村
内
の
老
人
が
集
い
、
ス
ポ

ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

通
じ
て
健
康
の
増
進
と
親
睦
を

深
め
る
老
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主

催
）
が
十
月
四
日
、
村
総
合
体

育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
村

内
約
三
百
名
の
参
加
者
を
集
め

た
こ
の
大
会
は
、
ゲ
ー
ト
の
通

過
個
数
を
競
う
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

競
技
で
幕
を
開
け
、
輪
投
げ
や

ハ
ッ
ピ
ー
カ
ラ
ー
（
水
入
れ
）、

メ
デ
ィ
シ
ン
リ
レ
ー
と
い
っ
た

老
人
の
方
に
も
な
じ
み
の
あ
る

競
技
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

時
に
は
地
団
駄
を
踏
ん
だ
り
、

時
に
は
笑
い
転
げ
た
り
と
若
々

し
い
姿
で
汗
を
流
し
て
い
ま
し

た
。
結
果
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に

定
評
の
あ
る
芦
検
Ａ
チ
ー
ム
が

連
覇
を
果
た
し
、
二
位
が
湯
湾
、

三
位
が
名
柄
チ
ー
ム
と
続
き
ま

し
た
。

　

ま
た
こ
の
後
十
一
月
七
日
に

龍
郷
町
で
行
わ
れ
た
北
大
島
大

会
で
は
、
優
勝
チ
ー
ム
の
芦
検

Ａ
チ
ー
ム
を
主
体
と
し
た
チ
ー

ム
編
成
で
大
会
に
挑
み
、
二
位

と
い
う
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

湯
湾
集
落
の
「
湯
湾
会

館
」
と
屋
根
付
土
俵
が
こ
の

度
完
成
し
、
九
月
三
十
日
に

落
成
祝
賀
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
旧
湯
湾
会
館
は
、
築
三

十
三
年
が
経
過
し
老
朽
化
が

目
立
つ
こ
と
か
ら
、
四
月
に

立
替
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。

新
公
民
館
は
旧
公
民
館
と
同

敷
地
に
建
設
さ
れ
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
平
屋
建
て
で
延

床
面
積
二
百
八
十
九
㎡
。
畳

敷
き
の
大
ホ
ー

ル
を
中
心
に
調

理
室
、
放
送
室

兼
区
長
事
務
室
、

倉
庫
、
男
女
ト

イ
レ
、
シ
ャ
ワ

ー
室
が
配
置
さ

れ
ま
し
た
。
総

工
費
は
八
千
万

円
で
、
湯
湾
集

落
と
村
が
�
づ

つ
負
担
し
て
建

設
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
落
成

式
に
は
、
全
集

落
民
を
は
じ
め
出
身
者
も
大

勢
参
加
し
た
中
で
、
祝
唄
か

ら
始
ま
り
、
祝
舞
や
カ
ラ
オ

ケ
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
も
あ

り
賑
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

元
大
関
で
タ
レ
ン
ト
の
Ｋ
Ｏ

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
さ
ん
ご
夫

妻
が
飛
び
入
り
で
駆
け
つ
け

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
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◇　

検
察
官
の
行
っ
た
不
起
訴

処
分
の
善
し
悪
し
を
審
査
す

る
検
察
審
査
員
の
候
補
者
は
、

法
に
よ
り
選
挙
管
理
委
員
会

が
選
挙
人
名
簿
か
ら
無
作
為

に
ク
ジ
で
選
定
し
ま
す
。

◇　

選
定
さ
れ
た
人
に
は
、
今

月
下
旬
に
検
察
審
査
員
候
補

者
資
格
調
査
票
を
送
付
し
ま

す
。

◇　

任
期
は
、
半
年
間
で
月
に

一
〜
二
回
程
度
の
会
議
が
あ

り
、
旅
費
や
日
当
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

◇　

詳
し
く
は
、
名
瀬
検
察
審

査
会
（
鹿
児
島
地
方
裁
判
所

名
瀬
支
部
内
）

電
話
〇
九
九
七（
五
二
）五
一
四
一

（
内
線
三
五
）
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平
成
十
九
年
一
月
四
日
以
降
、

金
融
機
関
等
を
ご
利
用
の
際
、

マ
ネ
ー
・
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
、
テ

ロ
資
金
対
策
の
た
め
の
国
際
的

な
要
請
を
受
け
て
、
十
万
円
を

超
え
る
現
金
の
振
込
み
な
ど
を

行
う
際
に
、
本
人
確
認
書
類
の

提
示
が
、
本
人
確
認
法
の
施
行

に
よ
り
求
め
ら
れ
ま
す
。

※　

本
人
確
認
証
を
お
持
ち
で

な
い
方

　

役
場
住
民
課
に
て
、
写
真
付

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
氏
名
、

住
所
、
生
年
月
日
、
性
別
の
記

載
あ
り
）
が
つ
く
れ
ま
す
の
で
、

必
要
な
方
は
役
場
住
民
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宇
検
村
役
場　

住
民
課

電
話
〇
九
九
七（
六
七
）二
二
一
一

（
内
線
一
〇
三
）
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奄
美
市
名
瀬
和
光
町
一
七
〇
〇

番
地

電
話
〇
九
九
七（
五
二
）六
三
一
一

　

一
般
外
来
の
受
付
時
間
が
平

成
十
九
年
一
月
四
日
よ
り
変
更

と
な
り
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お

願
い
す
ま
す
。

　

詳
し
く
は
医
事
係
ま
で
お
尋

ね
下
さ
い
。

�
�
�
�　

十
二
時
〜
十
五
時

�
�
�
��

十
三
時
〜
十
五
時
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現
況
届
け
は
、
一
年
に
一
回
、

誕
生
月
に
提
出
し
て
い
た
だ
く

も
の
で
、
あ
な
た
が
引
き
続
き

年
金
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
か

ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
大

事
な
届
け
で
す
。

　

現
況
届
け
は
誕
生
日
の
月
の

初
め
頃
に
社
会
保
険
業
務
セ
ン

タ
ー
か
ら
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

あ
な
た
の
住
所
、
氏
名
、
加
給

年
金
額
対
象
者
の
氏
名
な
ど
を

記
入
し
、
切
手
を
貼
っ
て
誕
生

月
の
末
日
ま
で
に
社
会
保
険
業

務
セ
ン
タ
ー
に
届
く
よ
う
に
お

出
し
下
さ
い
。

　

な
お
、
ご
自
分
で
記
入
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
て
、
親
族
な

ど
の
方
が
記
入
さ
れ
る
場
合
は
、

受
給
者
の
欄
や
加
給
年
金
額
対

象
者
の
欄
を
漏
れ
な
く
記
入
の

う
え
、「
代
理
人
署
名
欄
」
に

代
筆
者
の
氏
名
、
住
所
な
ど
を

必
ず
記
入
し
て
下
さ
い
。

　

現
況
届
の
提
出
が
遅
れ
た
り
、

提
出
さ
れ
な
か
っ
た
り
し
た
と

き
に
は
、
年
金
の
支
払
い
が
一

時
止
ま
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
下
さ
い
。
年
金
の
支

払
い
が
一
時
止
ま
っ
た
場
合
は
、

現
況
届
け
が
社
会
保
険
業
務
セ

ン
タ
ー
に
届
い
て
か
ら
随
時
、

止
ま
っ
た
期
間
分
を
遡
っ
て
お

支
払
い
い
た
し
ま
す
が
、
支
払

い
ま
で
一
〜
二
カ
月
程
度
か
か

り
ま
す
。

　

現
況
届
け
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、
お
近
く
の
社
会

保
険
事
務
所
や
年
金
相
談
セ
ン

タ
ー
へ
。

＊
二
十
歳
前
の
障
害
に
よ
る
障

害
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い

る
方
は
、
誕
生
月
で
は
な
く
、

毎
年
、
指
定
さ
れ
た
期
限
ま

で
に
住
所
地
の
市
区
町
村
に

提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

＊
受
け
て
い
る
年
金
の
種
類
な

ど
に
よ
っ
て
、
医
師
又
は
歯

科
医
師
の
診
断
書
や
レ
ン
ト

ゲ
ン
フ
ィ
ル
ム
等
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
十
月
か
ら
受
給
者
の
皆

様
の
現
況
（
生
存
）
確
認
は
住

民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
用
し
て
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
十
二
月

生
ま
れ
の
方
か
ら
現
況
届
の
提

出
は
原
則
と
し
て
不
要
に
な
り

ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
方
は
こ
れ
以

降
も
現
況
届
け
が
必
要
で
す
。

①　

社
会
保
険
庁
で
保
有
し
て

い
る
本
人
基
本
情
報
（
氏
名
、

性
別
、
生
年
月
日
、
住
所
）

と
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
情
報
が
相

違
し
、
住
民
票
を
確
認
で
き



�

な
い
方

②　

外
国
籍
（
外
国
人
登
録
）

の
方

③　

外
国
に
居
住
し
て
い
る
方

　

ま
た
、
次
の
場
合
は
、
現
況

届
け
以
外
の
届
け
が
必
要
で
す
。

①　

加
給
年
金
額
を
受
け
ら
れ

て
い
る
場
合
は
「
生
計
維
持

確
認
届
」

②　

障
害
の
程
度
の
確
認
の
た

め
に
診
断
書
が
必
要
な
と
き

＊
提
出
が
必
要
な
届
け
は
、
社

会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら

受
給
者
の
皆
様
へ
送
付
さ
れ

ま
す
。
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�・
現
在
、
鹿
児
島
労
働
局
で
は
、

石
綿
関
連
業
務
の
た
め
、
健

康
被
害
に
遇
わ
れ
た
方
や
お

亡
く
な
り
に
な
っ
た
方
の
ご

遺
族
が
、
早
期
に
必
要
な
給

付
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

☆
ご
請
求
の
際
、
条
件
に
応
じ

以
下
の
二
種
類
の
い
ず
れ
か

を
ご
請
求
い
た
だ
き
ま
す
。

　

平
成
十
三
年
三
月
二
十
七
日

以
降
に
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た

方
の
ご
遺
族
ま
た
は
健
康
被
害

に
遭
わ
れ
た
方
ご
本
人
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
の
対
象

　

平
成
十
三
年
三
月
二
十
六
日

以
前
に
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た

方
の
ご
遺
族
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	
の
対
象

・
次
に
掲
げ
る
こ
と
か
ら
、
お

心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
速

や
か
に
鹿
児
島
労
働
局
ま
た

は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督

署
に
ご
相
談
下
さ
い
。

①　

特
別
遺
族
給
付
金
及
び
労

災
保
険
法
の
遺
族
補
償
給
付

等
の
請
求
が
認
め
ら
れ
る
期

間
に
は
制
限
が
あ
り
ま
す
。

例：

特
別
遺
族
給
付
金
（
石
綿

救
済
法
）
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例：

遺
族
補
償
給
付
（
労
災
保

険
法
）
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（
時
効
）

②　

特
別
遺
族
給
付
金
に
か
か

る
年
金
は
、
制
度
上
、
請
求

を
受
け
付
け
た
翌
月
分
か
ら

支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
請
求

が
遅
く
な
る
ほ
ど
受
給
総
額

が
減
少
し
ま
す
。

③　

時
間
が
経
つ
と
認
定
に
必

要
な
医
学
的
資
料
の
入
手
が

困
難
に
な
り
ま
す
。（
例：

エ
ッ
ク
ス
線
フ
ィ
ル
ム
、
Ｃ

Ｔ
等
の
検
査
記
録
の
法
定
保

存
年
限
は
３
年
間
で
す
。
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Ｄ
Ｖ
、
セ
ク
ハ
ラ
、
ス
ト
ー

カ
ー
な
ど
女
性
に
対
す
る
暴
力

や
、
離
婚
に
ま
つ
わ
る
諸
問
題

な
ど
、
女
性
の
人
権
に
関
わ
る

問
題
に
つ
い
て
、
女
性
の
弁
護

士
が
電
話
と
面
接
で
相
談
に
応

じ
ま
す
。
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鹿
児
島
県
最
低
賃
金
が
平
成

十
八
年
十
月
一
日
よ
り
時
間
額

六
百
十
一
円
に
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

★
鹿
児
島
県
最
低
賃
金
は
県
下

の
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用

さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
別
に

定
め
る
産
業
別
最
低
賃
金
の

産
業
に
該
当
す
る
場
合
は
、

当
該
賃
金
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

�
�
�
�
�

鹿
児
島
労
働
局

電
話
〇
九
九（
二
二
三
）八
二
七
八

http://w
w
w
.kagoshim
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社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協

会
で
は
自
動
車
保
険
請
求
相
談

セ
ン
タ
ー
を
全
国
に
設
置
し
、

交
通
事
故
で
お
困
り
の
方
々
の

自
賠
責
保
険
や
任
意
自
動
車
保

険
の
請
求
に
つ
い
て
、
一
切
無

料
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

県
内
で
は
次
の
相
談
セ
ン
タ
ー

で
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
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平
成
十
八
年
工
業
統
計
調
査

を
十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
行

い
ま
す
。

　

調
査
の
実
施
に
つ
い
て
は
、

本
年
十
二
月
か
ら
来
年
一
月
に

か
け
て
調
査
員
が
伺
い
ま
す
。

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い

た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
統

計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ

れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
ご
記
入

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

経
済
産
業
省

　
　

鹿
児
島
県

　
　

宇
検
村



�

　

こ
の
ト
ン
ネ
ル
は
、
宇
検
村

を
は
じ
め
と
す
る
本
島
南
西
部

に
お
け
る
産
業
・
経
済
の
発
展

に
貢
献
す
る
こ
と
や
隣
接
市
町

村
と
の
連
帯
や
、
生
活
基
盤
の

向
上
に
役
立
つ
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
平
成
十
五
年
十
月
に
工

事
を
着
手
、
取
付
け
道
路
を
含

む
事
業
費
は
十
七
億
二
千
万
円

で
、
ト
ン
ネ
ル
内
は
六
�
の
車

道
の
両
側
に
〇
・
七
五
�
の
歩

道
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
坑
口
に
は
車
両
検
知
セ
ン

サ
ー
と
歩
行
者
用
押
し
ボ
タ
ン

を
設
け
、
通
行
時
に
照
明
が
点

灯
す
る
県
内
初
の
省
エ
ネ
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

生
勝
校
区
の
全
体
事
業
費
は

七
十
一
億
一
千
万
円
で
、
先
に

完
成
し
た
芦
検
ト
ン
ネ
ル
（
延

長
百
八
十
�
）
、
伊
仁
ト
ン
ネ

ル
（
同
二
百
七
十
二
�
）
を
含

む
供
用
済
み
分
の
進
捗
率
は
事

業
費
ベ
ー
ス
で
七
〇
％
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
は
平
成
二
十
二

年
度
の
完
了
に
向
け
て
残
り
区

間
の
道
路
整
備
を
進
め
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
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財
団
法
人
・
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
は
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報

の
た
め
受
入
れ
る
受
託
事
業
収

入
を
財
源
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
に
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
八
年
度
は
一
般
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
、
放

送
撮
影
機
器
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
・
ス
ク
リ
ー
ン
・
ワ
イ
ヤ

レ
ス
ア
ン
プ
マ
イ
ク
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ

レ
コ
ー
ダ
ー
）
を
整
備
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
今
後
は
、

各
集
落
で
の
豊
年
祭
や
敬
老
会
、

ま
た
子
ど
も
会
や
各
団
体
等
集

落
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や

文
化
活
動
で
活
用
し
て
い
た
だ

き
、
集
落
民
の
融
和
と
協
調
に

役
立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
予
防
に
は
、
運

動
時
に
酸
素
を
使
い
な
が
ら
長

時
間
続
け
る
「
有
酸
素
運
動
」

が
効
果
的
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
村
で
は
毎
月
十
日
、

「
健
康
づ
く
り
の
日
」
の
前
後

に
生
活
習
慣
予
防
を
目
的
と
し

た
�
体
脂
肪
測
定
及
び
体
操
教

室
�
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
毎

回
、
健
康
運
動
指
導
士
の
栄
先

生
を
お
招
き
し
て
、
三
時
〜
四

時
ま
で
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
及
び

筋
力
ア
ッ
プ
体
操
な
ど
、
誰
に

で
も
簡
単
に
で
き
る
有
酸
素
運

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
予
定
は
十
二
月
八
日

（
金
）、
一
月
十
日
（
水
）、
二

月
九
日
（
金
）、
三
月
九
日
（
金
）

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。
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※　

血
圧
測
定
・
健
康
相
談
等

も
あ
り
ま
す
の
で
、
健
康
手
帳

を
ご
持
参
の
上
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

詳
し
く
は
役
場
保
健
福
祉
課　

電
話　

（
六
七
）
二
二
一
一

（
内
線
一
一
三
）

　

全
国
的
に
少
子
高
齢
化
が
叫

ば
れ
る
な
か
、
本
村
で
も
今
年

四
月
、
定
住
促
進
条
例
を
策
定

し
、
少
し
で
も
多
く
の
人
を
村

内
に
居
住
し
て
も
ら
え
る
よ
う

努
力
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
Ｉ
タ
ー
ン

者
が
希
望
す
る
よ
う
な
中
古
住

宅
の
情
報
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

こ
の
広
報
誌
を
ご
覧
い
た
だ
い

て
い
る
、
村
外
の
居
住
者
で
、

賃
貸
提
供
で
き
る
土
地
・
家
屋

を
お
持
ち
の
方
は
お
知
ら
せ
下

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

全
国
的
に
飲
酒
運
転
に
よ
る

悲
惨
な
交
通
事
故
が
多
発
す
る

な
か
、
本
村
で
は
十
一
月
一
日
、

「
飲
酒
運
転
撲
滅
宣
言
式
」
を

瀬
戸
内
警
察
署
・
宇
検
交
通
安

全
協
会
・
交
通
安
全
母
の
会
・

安
全
運
転
管
理
者
協
議
会
の
協

力
で
行
い
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
役
場
前
広
場

に
は
小
雨
の
降
る
な
か
、
村
民

約
百
名
の
方
が
集
ま
り
、
飲
酒

運
転
撲
滅
を
誓
い
ま
し
た
。

（
以
下
は
そ
の
宣
言
文
で
す
。）
　

十
二
月
十
日
（
日
）
か
ら
十

二
月
十
六
日
（
土
）
ま
で
は

「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発

週
間
」
で
す
。

　

平
成
十
八
年
六
月
に
、
北
朝

鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題

に
関
す
る
国
民
の
認
識
を
深
め

る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
と
連

携
し
つ
つ
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る

人
権
侵
害
問
題
の
実
態
を
解
明

し
、
そ
の
抑
止
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、「
拉
致
問
題
そ

の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権

侵
害
問
題
へ
の
対
処
に
関
す
る

法
律
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

�������
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飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通

事
故
は
依
然
と
し
て
後
を

絶
た
ず
、
多
く
の
尊
い
命
が

失
わ
れ
て
い
ま
す
。
重
大
事

故
に
直
結
す
る
悪
質
・
危
険

な
飲
酒
運
転
を
撲
滅
し
、
安

全
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
交

通
社
会
を
確
立
す
る
た
め

に
、
私
た
ち
は
次
の
こ
と
を

必
ず
実
践
す
る
こ
と
を
宣

言
し
ま
す
。

一　

酒
を
飲
ん
だ
ら
絶
対

に
運
転
し
な
い
。

二　

酒
を
飲
む
席
に
車
を

運
転
し
て
い
か
な
い
。

三　

車
を
運
転
す
る
人
に

酒
を
勧
め
な
い
。

以
上
宣
言
す
る
。
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時　　間曜日日　　付

午後５時まで水平成１８年１２月２７日

午後５時まで木平成１８年１２月２８日

午後６時まで金平成１８年１２月２９日

午後６時まで土平成１８年１２月３０日

午後６時まで日平成１８年１２月３１日

正月休み月平成１９年１月１日

正月休み火平成１９年１月２日

正月休み水平成１９年１月３日

午後４時４５分まで木平成１９年１月４日

午後４時４５分まで金平成１９年１月５日

平成１９年１月６日から平常どおり
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　１１月７日，「元気の出る館」多目的ホールでは，村内中学生による「英語暗唱（第３６回）・弁論大

会（第２８回）」が開催されました。この大会は１２月１３日（朝日中学校）で行われる地区大会の代表

選考をかねる大会で，各学校から英語暗唱の部８名，弁論の部８名の生徒が選ばれ普段の成果を競

い合いました。講評にもありましたが，どの生徒も大変すばらしく採点の難しい審査のなか，英語

暗唱の部では久志中学校３年の福山尚平君が最優秀賞，田検中学校の３年の池田愛さんが優秀賞，

弁論の部では阿室中学校３年の南大周君が最優秀賞，阿室中学校３年の池谷あずささんが優秀賞を

それぞれ受賞しました。この広報誌では，最優秀賞を受賞した福山君のショートスピーチと南大周

君の作品を紹介いたします。

ショートスピーチ　　久志中学校　　福山　尚平

　　　　　My  School　― Kushi Jr. High ―

　　I have spent 9 years here at school in kushi. For the 3 years of Jr. high I have been the only 

student in my class. I have had the chance to meet many friends through a homestay in the US, and 

at the private school I go to in Naze.

　　I sometimes wished I could move to a large school, but here I always have classes one on one 

with my teachers. Anytime in the class I can ask questions to them. They answer quickly and 

teach me many things.　We have all of our schoolevents with elementary school students. 

Everyday I have a lot of  things to do.

　　Thanks to this school life, I have grown up.　In March I will graduate I'm proud of Kushi Jr. high.

僕の学校　－久志中学校－

　９年間過ごしてきた久志小中学校……　特に，中学の３年間は，いつも学年ひとりだった。ホー

ムステイや塾でたくさんの同級生と知り合い，友達もたくさんできた。

　正直，大きな学校に転校したいなあと思うこともあった。でも，久志では１対１で授業を受け，

質問があったら，すぐに聞いていろいろなことを教えてもらうことができる。

　行事は全て，小学生と一緒に協力して行う。毎日，やらなければならないこともたくさんある。

そうしたことが，僕を大きく成長させてくれたと思う。３月に，僕は，久志中学校を卒業する。こ

んな学校を誇りにして卒業していきたい。

��������	
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警
視
庁
特
別
手
配
被
疑
者
で
あ
る
、
オ
ウ
ム
真
理
教
信
者
の

３
名
が
、
平
成
７
年
に
指
名
手
配
さ
れ
て
以
来
、
未
だ
に
逮
捕

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。（
年
齢
は
平
成　

年　

月
１
日
現
在
）

１８

１０

　

警
察
と
し
て
は
、
広
く
国
民
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

３
人
の
発
見
・
検
挙
に
全
力
を
挙
げ
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
あ
な

た
の
情
報
が
検
挙
に
結
び
つ
い
た
場
合
に
は
、
民
間
で
組
織
さ

れ
た
オ
ウ
ム
真
理
教
特
別
手
配
被
疑
者
検
挙
の
た
め
の
懸
賞
広

告
実
行
委
員
会
か
ら
、
被
疑
者
１
人
当
た
り
２
０
０
万
円
の
懸

賞
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
こ
の
３
人
の
顔
写
真
に
「
ピ
ン
」
と

き
た
ら
、
ま
た
「
も
し
か
し
た
ら
」
と
思
っ
た
ら
、
１
１
０
番

ま
た
は
、
瀬
戸
内
警
察
署
か
最
寄
り
の
交
番
、
駐
在
所
に
連
絡

お
願
い
し
ま
す
。

��
　この欄は、みなさんのページです。
　村政への意見や提言、要望、詩、俳句その
他なんでも結構です。およせください。
 元気の出る課広報係
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特長

○ひげが濃い

○左首筋にホクロ（５�位）

○血液型　Ａ型

����������	
���������

特長

○中肉

○近視（眼鏡使用あり）

○眉毛が濃い

○血液型　Ｏ型

����������	
���������

特長

○左こめかみにホクロ（４�位）

○右目下にホクロ（１�位）

○血液型　Ｏ型
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本
村
で
は
、
民
間
事
業
所
の
Ｐ
Ｒ
並

び
に
企
業
活
動
報
告
の
場
と
し
て
、
村

が
発
行
す
る
「
広
報
う
け
ん
」
に
有
料

掲
載
の
要
綱
を
策
定
し
ま
し
た
。
事
業

者
の
皆
様
、
ご
活
用
下
さ
い
。

��������	
�

　

今
日
も
わ
た
し
の
心
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
る
、
大
き
な
夕
日
。
一
秒
ご
と
に
、

そ
の
表
情
を
変
え
な
が
ら
、
空
と
海
の

境
界
線
を
、
枝
手
久
島
の
木
々
を
、
山

へ
帰
る
カ
ラ
ス
た
ち
を
、
家
路
を
急
ぐ

車
を
、
あ
か
ね
色
に
染
め
て
い
く
。
美

し
い
時
間
―
。
学
校
の
正
門
か
ら
道
路

を
は
さ
ん
で
見
え
る
光
景
―
。
一
日
の

終
わ
り
に
と
び
っ
き
り
の
ご
褒
美
―
。

　

久
志
小
中
学
校
は
三
校
目
の
勤
務
地

と
な
り
ま
す
。
久
志
で
暮
ら
し
始
め
て
、

「
大
き
な
輪
」
と
い
う
も
の
を
意
識
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

「
た
く
み
、
い
い
ぞ
！
」「
え
り
、

も
う
少
し
！
」「
ア
フ
ア
フ
ア
」
…
昼

休
み
、
元
気
に
は
し
ゃ
ぎ
ま
わ
る
十
一

人
の
姿
。　

　

年
齢
や
性
別
に
関
係
な
く
、
み
ん
な

で
遊
び
ま
す
。
個
性
や
わ
が
ま
ま
や
く

せ
や
好
き
や
嫌
い
は
関
係
な
く
で
す
。

子
ど
も
た
ち
を
中
心
に
で
き
る
「
大
き

な
輪
」
は
、
こ
ん
な
に
楽
し
く
て
い
い

の
か
！
と
思
う
ほ
ど
毎
日
笑
い
が
絶
え

ま
せ
ん
。

　

運
動
会
で
は
、
お
じ
や
お
ば
が
太
鼓

を
手
に
取
り
、
応
援
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

八
月
踊
り
や
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
は
校
庭

い
っ
ぱ
い
に
大
き
な
円
が
広
が
り
ま
し

た
。「
地
域
の
方
」、「
保
護
者
」、「
学

校
職
員
」
な
ど
と
い
う
肩
書
き
は
も
は

や
関
係
な
く
、
一
人
一
人
が
久
志
校
区

の
住
民
で
あ
り
、
こ
の
行
事
を
盛
り
上

げ
る
た
め
だ
け
に
こ
こ
に
集
ま
る
。
み

ん
な
で
、
こ
の
久
志
校
を
支
え
て
い
く
。

そ
ん
な
気
持
ち
が
あ
ふ
れ
て
い
る
よ
う

に
思
え
ま
し
た
。
境
界
線
を
飲
み
込
ん

で
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
人
間
と
し
て
つ

き
合
う
、
こ
の
爽
快
さ
。
小
さ
な
学
校

の
大
き
な
パ
ワ
ー
は
こ
う
し
て
生
ま
れ

て
い
る
ん
だ
な
、
学
校
を
包
む
「
大
き

な
輪
」
に
守
ら
れ
て
い
る
ん
だ
な
と
感

じ
ま
し
た
。

　

行
事
を
終
え
る
た
び
に
、
心
の
中
に

ホ
ッ
と
温
か
い
場
所
が
で
き
る
。
久
志

小
中
学
校
が
こ
ん
な
に
穏
や
か
で
、
温

か
く
て
、
毎
日
笑
い
が
絶
え
な
い
の
は
、

こ
こ
に
暮
ら
す
人
に
反
映
し
て
い
る
の

で
し
ょ
う
。

　

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
だ
と
か
、
人

の
温
か
さ
だ
と
か
に
限
ら
ず
、
素
直
に
、

こ
こ
に
暮
ら
す
人
た
ち
が
生
み
出
す
こ

の
雰
囲
気
が
好
き
。
大
き
な
輪
の
中
で
、

わ
た
し
も
久
志
住
民
の
ひ
と
り
で
あ
り
、

宇
検
村
民
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
せ
ず
に

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
Ｉ
・

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
Ｉ
・

Ｕ
タ
ー
ン
の
方
や
今
活
躍

Ｕ
タ
ー
ン
の
方
や
今
活
躍

し
て
い
る
方
に
、
ご
紹
介

し
て
い
る
方
に
、
ご
紹
介

兼
ね
な
が
ら
宇
検
村
の
良

兼
ね
な
が
ら
宇
検
村
の
良

さ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
く

さ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
く

場
所
で
す

場
所
で
す
。�

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
Ｉ
・

Ｕ
タ
ー
ン
の
方
や
今
活
躍

し
て
い
る
方
に
、
ご
紹
介

兼
ね
な
が
ら
宇
検
村
の
良

さ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
く

場
所
で
す
。�

�●�●�●�●�●�●�●�●�●�●�●�●�●�●�●�●�●�●�●�●�●�●�●�●�●�●�●�●�●�●�●�●�●�●�
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掲　載　料掲載回数スペース規　格

　４，０００円１回縦６�×横９�モノクロ

　７，０００円１回縦６�×横１８�モノクロ

　６，０００円１回縦６�×横９�カラー

１０，０００円１回縦６�×横１８�カラー

※詳細につきまして，村ホームページか元気の出る課まで

ご連絡下さい。
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